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研究要旨 

本研究の目的は、様々な臓器における原因不明の出血性疾患の原因として、多種の循環器疾

患や末期心不全の治療に用いられる人工心臓等によって引き起こされる後天性フォンウィ

ルブランド症候群（aVWS）がどの程度関与しているか。さらにaVWSを実臨床の場で正確に診

断するために、aVWSの診断基準及び重症度分類を確立することである。このため、平成28年

度から多くの循環器患の合併する出血性病変の登録が多施設間で行われて平成30年3月20日

までに循環器疾患症例を中心に613例・2,431検体が登録された。我々は平成29年度に循環器

疾患に合併する原因不明の小腸出血1例の登録を行った。本年度の当科における下部消化管

出血症例の内訳は、小腸出血3例、大腸出血4例。うち1例はクローン病による出血であった。

このうち救急搬送された原因不明の下部消化管出血症例の登録を行った。現在、多施設から

登録された多くの症例を基に出血性合併症について横断的・縦断的に解析がなされている。

我々も平成30年度も引き続き、主に原因不明の下部消化管出血症例を登録する計画である。 

A．研究目的 

様々な循環器疾患に合併する後天性フォン

ウィルブランド症候群（aVWS）の発症頻度や

それによって生じる出血性合併症の頻度等

を明らかにし、その診断基準・重症度分類を

確立する。 

 

B．研究方法 

種々の循環器疾患症例を登録し、後天性フォ

ンウィルブランド症候群の診断法であるフォ

ンウィルブランド因子多量体解析を標準化し、

定量的に解析を行う。そして、出血性合併症に

ついて、疾患毎に横断的・縦断的解析を行う。

本研究において、本分担研究者は循環器疾患

を合併する原因不明の下部消化管出血症例

の登録をおこなった。 

 

C．研究結果 

平成29年度の当科における消化管出血症例

は26例であり、このうち、食道・胃静脈瘤破

裂が1例、胃腫瘍12例、膵臓癌からの出血2例、

GAVE1例、小腸出血3例、大腸出血4例、うち1

例はクローン病による出血、肝細胞癌による

胆道出血3例であった。 

平成29年度は、救急搬送された原因不明の下

部消化管出血症例の登録を行った。今後さら

に、循環器疾患に合併した明らかな出血原を

認めない下部消化管(空腸、回腸、結腸)出血

症例を登録していく予定である。 

 

D．考察 

原因不明消化管出血は上部、下部消化管内視鏡

検査では原因が特定されず、カプセル内視鏡、

小腸内視鏡検査によっても出血例の約半数で

出血源は特定できないとされている。原因不明

消化管出血は全消化管出血症例の約5%程度と

考えられている。この5%の症例のうち、循環器

疾患を合併するaVWSがどの程度存在している

のかは全く明らかにされていない。本研究で

の症例登録は循環器系症例で順調に進んで

いる。しかし、循環器疾患を合併する原因不

明の下部消化管出血症例はそれほど多くなく、

症例の蓄積に苦慮しているのが実情である。平

成30年度はあらゆる循環器疾患に合併した下

部消化管出血症例をより一層、積極的に登録

していく。 

 

E．結論 

平成29年度は体制が整い、循環器系症例の登

録が順調に進んだ。我々の施設でも消化管出

血症例のうち循環器疾患を合併し、明らかな

腫瘍や憩室、炎症を認めない、下部消化管（空

腸、回腸、結腸）症例の登録を加速する予定

である。 
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